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分担課題
「核医学治療核種の使用能力に関する検討」

これまでのまとめと提言

まとめ

• 2021-22年度に全国の核医学施設を持つがん連携拠点病院など主な医療機関227
を対象にアンケート調査を実施、既存核種の使用予定数量、排気・排水・空気中濃
度などについて130施設の回答を得ることができた。

• 2023-24年度までの検討では、核医学治療の核種使用能力が不足するとの調査結
果を受けて、核種使用能力の拡大のため排水の課題を中心に解決策を検討した。

• さらにこれを受けて2025年度は施設での核種使用能力の拡大を目指した実際の運
用のための課題を検討した。

– ルテチウム-177標識放射性医薬品による治療の核種使用能力に関する運用の
課題

提言

• 全国的な核医学施設の設備の新たな増強が必要であるほか、現有の設備をさらに
活用するための排水・排気の評価法を科学的証左に基づいて合理化すべきである。

• このような評価シナリオを各施設に適用するためのノウハウ・教育プログラムを提供
することが有用である。
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分担課題
「核医学治療核種の使用能力に関する検討」

ルテチウム-177標識放射性医薬品による治療における
核種使用能力拡大

施設の排水について設備の評価シナリオや使用の運営方法を検討し、
担当スタッフが実施しやすい手順を提示

大西班分担課題「核医学治療核種の使用能力に関する検討」 細野、東、絹谷

分担課題
「核医学治療核種の使用能力に関する検討」

これまでの成果のまとめ

2025年12月会議以降の進捗
施設での核種使用能力の拡大を目指した実際の運用について検討した。
ルテチウム-177標識放射性医薬品による治療の核種使用能力に関する
運用の課題。

次期のがん診療連携拠点病院等の整備指針における放射線治療に関する
新たな要件

「外来での核医学治療・特別措置病室を用いた核医学治療を提供するこ
とが望ましい、専用の放射線治療病室を要する核医学治療について、患
者に情報提供を行うとともに、必要に応じて適切な医療機関へ紹介する
体制を整備すること。」
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